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(町民怒章より)健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。
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総
合
体
育
館
が

完
成

， -

町
民
に
と
り
ま
し
て
、
長
い
間
的
拶

で
あ
り
ま
し
た

「今
金
町
総
合
体
育
館
L

が
、
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
に
み
ご
と

完
成
い
た
し
ま
し
た
。

私
た
ち
町
民
が
、
明
る
く
幸
せ
な
生

活
を
包
む
う
え
に
何
よ
り
も
大
切
な
こ

と
は
他
成
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
.

体
育
、
ス
ポ

l
ソ
町
奨
励
は
そ
の
意

味
で
非
出
に
重
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

幸
い
な
こ
と
に
本
町
は
昔
か
ら
ス
ポ

ツ
の
盛
ん
な
ま
ち
で
特
に
近
年
は
?
?

さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
は
じ
め
、
各
極

の
ス
ポ
ー
ツ
が
4
釜
山
内
女
を
問
わ
ず
普

及
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
人

々
が
非
常
に
柑
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

'76年

月号

しー

た
し
ま
し
た

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
町
民
的
問
か

ら
体
育
紬
訟
の
盤
仰
を
望
む
声
が
高
ま

り
、
町
と
し
て
も
町
民
体
育
館
町
建
設

が
多
年
同
懸
案
と
な
っ
て
い
た
次
第
で

あ
り
ま
す
が
‘

開
基
八
十
周
年
、
町
制

他
行
三
十
周
年
同
記
念
す
べ
き
年
を
明

年
に
住
之
、
総
合
体
行
飴
が
完
成
で
き

ま
し
た
こ
と
は
械
に
荘
び
に
堪
え
な
い

と
こ
ろ
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
、
本
体
育

館
建
立
誌
に
あ
た
り
、
多
く
の
町
民
的
方

や
関
係
機
関
か
ら
陥
わ
り
ま
し
た
ご
協

力
ご
指
導
に
対
し
茨
心
よ
り
感
訓
申
し

上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
.

皆
様
同
船
強
い
願
望
と
ご
協
力
に
よ

っ
て
で
き
ま
し
た
、
こ
の
体
育
館
を
幼

児
か
ら
お
年
寄
り
、
そ
し
て
身
障
者
向

方
も

。
み
ん
な
の
体
育
館
"
と
し
て
有

効
に
活
用
さ
れ
‘
町
民
の
健
康
増
進
、

体
位
向
向
上
、
ス
ポ
ツ
町
振
興
に
役

立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

昭
和
五
十
一

年
五
月
四
日

今

金

町

長

河

端
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こけら落としに5月5目、

リーグ戦日本女子バレー

-
使
用
の
申
込
み

'v
グ
ル
ー
プ
、
団
体
の
場
合
U
体
育

館
で
は
‘
毎
月
利
用
日
佼
表
を
作
成
し

ま
す
の
で
、
利
用
干
定
月
円
前
月
、
日

日
ま
で
に
事
務
室
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

V
町
民
個
人
の
場
合
は
H
各
個
人
向
登

録
カ
l
ド
の
番
号
を
受
付
け
台
帳
に
記

入
し
く
入
館
し
て
く
だ
さ
い
。

-
開

館

時

間

夏
期
日
午
，
M
9時
か
句
午
後
凶
時
ま
で

冬
期
日
午
前
9
時
か
ら
午
後
9
時
ま
で

• 凪
J‘ー

付

時

問

午
前
9
時
か
り
午
後
5
時
ま
で
で
、

同
館
事
務
室
で
受
付
け
し
ま
す
。

一一
総合体育館

利用ご案内

ス
ポ
ー
ツ
に
税
し
み
明
る
く
楽
し
い

町
づ
く
り
を
抑
逃
す
る
本
町
に
と
っ
て

待
盟
久
し
か

っ
た

作
総
合
体
訂
館
N

が

三
月
未
完
成
、
い
よ
い
よ
五
月
五
日
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

す
で
に
洛
成
記
念
行
事
と
な
る
こ
け

ら
落
と
し
も
決
ま
り
、
町
民
の
み
な
さ

ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
日
ま
で
あ
と

わ
ず
か
、
現
在
内
部
内
仕
上
げ
も
終
り

あ
と
は
外
部
内
務
備
を
待
つ
ば
か
り
で

旧
日
成
川
地
に
建
て
ら
れ
た
体
育
館

の
規
棋
は
‘
鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
部

二
階
怨
で
.
建
設
間
制
は
三
千
百
七
十

三
平
方
じ
で
す
。
と
く
に
、
半
向
型
的

ア
l
チ
引
説
似
が
特
徴
で
町
村
で
は

道
南

一
円
規
模
を
誇
り
ま
す
.

幼
児
か
ら
大
人
ま
で

気
軽
に
利
用
で
き
る

総
合
体
育
館
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん

が
気
軽
に
利
用
で
き
る
体
育
地
設
で
あ

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
剣
道

1 
• 休

館

日

V
毎
週
月
耐
目
。

V
U
月
初
日
か
ら

1
月
6
固
ま
で
。
V
国
民
の
祝
日
に
関

す
る
法
律
に
規
定
す
る
日
の
翌
日
(
す

な
わ
ち
休
目
的
翌
日
が
日
脳
日
の
場
合

は
月
時
日
が
休
み
、
ま
た
、
休
日
の
翌

日
が
火
曜
日
町
場
合
は
水
曜
日
が
休
み

と
な
り
ま
す
。

-
使
用
料
の
納
入

-v
個
人
的
使
用
料
金
は
原
則
と
し
て

無
料
で
す
.
V
常
利
ま
た
は
、
町
外
的

方
が
専
用
使
用
す
る
場
合
は
下
衰
の
使

用
料
金
を
申
込
み
と
同
時
に
納
入
。
な

お
、
納
入
さ
れ
た
使
用
料
は
、
原
則
と

し
て
お
返
え
し
い
た
し
ま
せ
ん
。

-
使
用
の
許
可

使
用
を
品
認
め
た
と
き
は
、
使
用
許
可

容
を
お
渡
し
し
ま
す
。
こ
の
許
可
替
は
、

使
用
の
当
日
同
館
事
務
室
に
お
見
せ
く

だ
さ
い
。

一
-
使
用
の
取
り
や

め
、
変
更

使
用
を
許
可
さ
れ
た
内
容
を
取
り
や

め
た
り
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

す
み
や
か
に
事
務
室
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

空
手
柔
道
的
武
道
場
や
中
年
層
の
体

力
づ
く
り
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

町
ほ
か
、
家
族
そ
ろ
っ
て
ス
ポ
1
ソ
を

楽
し
め
る
よ
〉
幼
児
の
プ
レ
ル

l
ム

が
あ
り
、
お
か
あ
さ
ん
が
運
動
す
る
問
、

お
子
さ
ん
も
楽
し
ん
で
運
動
で
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
y
ャ
ワ

l
室
、
浴
室
、

研
修
室
、
休
養
室
も
完
備
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
だ
れ

で
も
ス
ポ
l
y
を
楽
し
み
、
汗
を
流
し

た
後
町
制
御
い
の
場
と
し
て
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
.

落
成
記
念
に
全
日
本

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

こ
の
よ
う
に
立
派
な
地
設
を
持
る
総

合
体
育
館
が
、
五
月
五
日
に
オ
ー
プ
ン

す
る
わ
け
で
す
が
、
落
成
記
念
行
事
と

し
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
も

句
え
る
ス
ポ
l
y
で
こ
け
ら
孫
と
し
を

と、

4
日
本
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
を
招
い
て
公
式
戦
三
試
合
を
行
い
ま

す
。
試
合
は
、
金
内
部
午
前
十
時
か
ら

エ
キ
ジ
ビ
ン
ョ
ン
ゲ

l
ム
と
し
て
国
体

全
国

一
位

H

北
海
辺
女
f
救け
H
W

対
選

抜
北
海
道

一
位

d
H小
牧
中
央
市
校
"
。

夜
同
部
は
午
後
四
時
か
ら
日
本
リ
ー

グ
均
三
洋
H

対
日
本
実
業
問
リ
l
グ
勿

ヤ
ク
ル
ト
u

戦
と

J
-r伴
M

対
日
本
り

l
グ

H

ヤ
ン
カ
H

戦
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ

れ
ま
す
。

北
部
楠
山
地
方
で
パ
レ
!
の
公
式
戦

が
行
わ
れ
る
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
す

が
、
体
育
館
内
完
成
に
よ
り
、
町
民
肉

体
育
振
興
を
は
か
る
の
は
も
と
よ
リ、

こ
う
し
た
大
試
合
も
今
後
見
る
機
会
が

多
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

lこ 5
月
9
日
か
ら
町
民

。
無
料
開
放
。

町
民
の
み
な
さ
ん
が
実
際
に
体
育
館

を
拘
用
し
て
い
た
だ
く
の
は
、
パ
レ

責
任
を
持

総
合
体
育
館
は
、
町
民
み
ん
な
の
公

共
地
説
で
す
。
利
用
す
る
際
は
、
次
円

こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

ロ
使
用
時
聞
の
厳
守

使
用
時
間
は

必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
使
用
時
聞
の

中
に
は
準
備
、
後
始
末
な
ど
に
要
す
る

時
間
も
含
ん
で
い
ま
す
。

口
敏
備
、
器
具
の
利
用

設
備
や
器

具
な
ど
の
出
し
入
れ
は
使
用
者
に
行
な

っ
て
も
ら
い
ま
す
。
使
用
後
も
必
ず
も

と
の
位
置
に
務
理

L.
使
用
場
所
を
川

制
し
て
か
ら
係
以
内
山
、
倹
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
次
に
他
う
人
が
気
持
ち
よ
く

利
用
で
き
る
よ
う
、
必
ず
使
用
者
の
市
川

任
で
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
‘
技

術
、
器
具
な
ど
を
運
搬
す
る
際
は
、

M
t

て
物
や
設
備
‘
器
具
な
ど
を
破
如
し
な

い
よ
う
-
ヱ
庁
仕
立
く
だ
さ
い
。

ロ
喫
煙
・
欽
食

喫
煙
は
所
定
的
場

所
で
、
ま
た
、
競
技
場
、
武
道
館
、
ト

J 

午前 午 i査 夜間 全日

区 分 午前 9時
午後後 5時 午桂後 69時 今l後F199時

正午まで 午時 午時 午時

入場料等 幼児児童生徒 1，5日D 2，000 4，000 7，000 
アマチュ なを徴い収場合し

学 生 一 般 2，000 3，000 4，000 8，000 アスポ
ツに使用 入場料等す 幼児児車生徒 3，000 6，000 8，000 16，000 

体 する場合
をる t徴~収合 学生 一 般 5，000 7，000 10，000 21，000 

入場料等 世し相lを目的合と 6，000 9，000 15，000 28，000 育 ない3品
その他町 を散収し

催 物 に
ない場合 古す和るl場を合目的と 20，000 30，000 50，000 90，000 

室 使用す 古手IJを場目的合と入場料等 15，000 20，000 30，000 60，000 
る場合 を徴収す

しない

る場合 世す相るl場を合目的と 35，000 50，000 80，000 160，000 

研 1ま ~.吟宝 600 900 1，200 2，400 

{本 養 ~.号， 600 900 1，200 2，400 

「使用料金褒」目的外使用の

-
設
備
、
器
具
な

ど
の
使
用

体
育
館
内
付
属
政
側
、
器
具
な
ど
を

使
用
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
許
可

を
受
け
て
く
だ
さ
い
.

貸
出
し
備
品
の
お
も
な
も
の
は
、
移

動
ス
テ
ー
ジ
一

式
、
放
送
備
品
、
フ
ェ

ン
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

-
催
し
物
の
プ
ロ

グ
ラ
ン
の
提
出 備符 1午前と午後又は今後と夜間を過して!世間ずる場合の悦附斜はそれぞれの区分の使則料を合算した創とする.

2使用のとめの割腕悔&VJJ康状悶iVに袈する時間" 使}何時間に合むものとする.

3峨窃を行ったときに胤辺健川料の 2綱を加算する.

4 団体の使別料減免については紘'ff~H会がう包める .

5本衰の使用科によりがたいものについてはその'"宣教W委uu会が定める.

体
育
館
を
専
問
、
又
は
団
体
使
用
の

場
合
は
、
背
中
前
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
拠
出

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
に
あ
た
っ

て
は
、
体
育
館
職
貝
が
協
力
し
ま
す
の

で
ご
相
抜
く
だ
さ
い
。

ポ
ー
ル
招
待
試
合
が
終
わ
っ
た
あ
と
、

幻

九
日
か
ら

『無
料
開
肱
』
し
ま
す
の
で
、
〔

ス
ポ
ー
ツ
技
術
的
向
上
、
健
康
的
増
進

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に
応
じ

H

み

ん
な
の
体
育
館
伽
と
し
て
大
い
に
利
用

し
て
く
だ
さ
い
a

こ
肉
体
育
館
に
は
、

専
門
町
体
育
指
導
日
や
町
の
ス
ポ
l
y

指
導
U
が
技
術
指
導
や
適
切
な
健
康
管

理
の
桁
却
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望

的
方
は
気
軽
に
お
巾
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

Jフ

て
使
用
を

レ
ニ
ン
グ
患
で
の
飲
食
は
計
じ
ま
す
。

口
使
用
場
所
は
清
潔
に

紙
く
ず
な

ど
は
「
ゴ
ミ
箱
L

に
入
れ
使
用
場
所

は
い
つ
で
も
消
潔
に
。

ロ
土
足
厳
禁

競
技
場
、
各
体
育
室

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
な
ど
は
土
足
で
入
れ

ま
せ
ん
。
来
館
の
際
は
、
必
ず
室
内
用

ンュ

l
ズ
か
ス
リ
y
パ
を
忘
れ
ず
に
。

口
浴
室

・
シ
ャ
ワ
ー
の
使
用

シ
ャ

ワ
を
位
、
っ
場
合
は
、
熱
場
に
注
意
し
、

ム
ダ
な
放
水
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

口
駐
車
場
の
利
用

剖
車
場
が
完
備

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
収
容
台
数
に
は

限
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
徒

歩
で
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

一¥¥

体育館の

電話番号

2局

2026番
申込、受{寸
問い合せ

【社
会
教
育
接
員
・
体
育
館
週

営
委
員
・
青
少
年
会
館
事
営
署
員
}

忠
一加
道
雄

(八
幡
町
)
蝦
名
義

重
(
大
和
町
)
鈴
木
幹
兇
(
民
団

能
代
殺
(
日
の
出
町
)
石
井
照
子

(本
町
)
村
本
政
義

(回
代
)
伴

常
雄
(
末
広
町
)
沢
卓
(
高
美
町

小
野
光
雄
(
盟
国
)
西
里
貞
嘉
(

神
丘
)
及
川
寿
子
(
春
日
井
)
未

藤
春
義
(
回
代
)

{体
育
指
導
員
】
林
保
彦

(今

小
)
中
野
武
口
町
(
桧
山
北
高
)
山

口
利
勝
(
花
石
小
)
友
普
孔
(
八

束
中
)
阿
部
幸
治
(
今
中
)
県
回

友
近
(
今
中
)
坂
本
博
之
(
組
中
)

絹
地
邦
夫
(
共
済
)
八
鼠
槻
和
敏

(
農
協
)
布
施
明
義

(
自
営
)

{
ス
ポ
ー
ツ
指
導
且
山
口
利

勝
(
花
石
)
坂
本
博
之
、
安
迷
秀

雄
、
斉
下
勉
‘

六
鉛
俊
郎
‘
秋
山

実
(
種
川
)
増
田
勝
彦
(
曙
町
)

三
上
輝
代
、
鈴
木
竹
雄
、
伊
藤
修

(日
の
出
町
)
細
回
征
夫
、
八
重

樫
和
敏
(
高
美
町
)
黒
沢
茂
街
、

宮
崎
紀
子
(
東
町
)
守
谷
幸
雄
、

中
康
夫
(
八
幡
町
)
大
上
哲
夫
、

水
野
百
合
子
、
秋
元
舟

(緑
町
)

街
地
邦
夫
、
水
野
信
義
、
石
井
常

雄
‘
垣
本
利
夫
(
大
和
町
)
布
施
明

義
(
本
町
)
阿
部
幸
治
、
県
国
友
近
、

中
野
武
房

(
南
栄
町
)
磯
部
紀

'H

吉
田
正
人
(
南
町
)
今
野
む
つ
子
、

竹
内
正
夫
(
未
広
町
)
内
ヶ
品
万

寿
夫
、
佐
藤
博
、

小
西
修

(訳
、口骨
)

渡
辺
警
弥
子

(御
影
)
背
木
義
則
、

村
瀬
重
一
.
中
野
俊
昭
(
八
束
)

今
野
監
行
、
水
野
勲
(
金
原
)

( 3 ) 



劃剛山川川総合体育館特集酬H酬川川

h
F
競

按

場

競
技
場
内
広
さ
は
1
2
4
2
平
方
幻

(
タ
テ
詑
日
ヨ
コ
お
れ
)
あ
り
、
こ

の
ス
ペ
ー
ス
に
は
バ
レ

l
ボ
ル
や
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
2
面
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
な
ら
6
面
、
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス
な

ら
2
面
、
卓
球
台
で
あ
れ
ば
日
台
託
け

ま
す
。
そ
の
ほ
か
室
内
競
技
全
種
に
利

用
で
き
、

二
崎
に
は
観
覧
席
が
あ
り
立

見
を
含
め
約
五
盲
人
が
収
容
で
き
ま
す
。

殿
堂

eJ

-

。
体
育
の

4

『
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

ル
・
ダ
ン
ベ
ル
各
種
マ
ラ

ン
ニ
ン
グ
ト
レ
ー
ナ
ー

マ
ツ
イ
ス
ト
マ
ン

l
ン

マ
ベ
ル
ト
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
l
マ
ス
タ
イ

リ
l
V
ス
ピ
ー
ド
ト
レ
ナ
マ
エ
ク

サ
サ
イ
ク
ル
マ
ア
プ
ド
ミ
ナ
ル
ボ
ー
ド

マ
ロ
イ
ン
グ
マ
ン
l
ン
な
ど
が
あ
る
。

体
を
鍛
え
る
た
め
の
訓
練
器
具
を
約

印
種
用
意
し
て
い
ま
す
。
健
康
の
増
進

や
美
容
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

お
も
な
器
具
は
マ
コ
ン
ビ
ネ
l
ンョ

ン
ト
レ
ー
ナ
ー
(
叩
種
目
)
マ
パ

l
ベ

Aシャワー室

階
h
F
浴

室

ト
レ
ニ
ン
グ
の
あ
と
は
シ

ャ
ワ
ー
で
き
っ
ば
り
し
て
は
。

男
性
用
と
女
性
用
が
あ
り
ま
す
。

1811:¥肢の和室企休養室

4
研

修

室

体
育
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体

各
種
ク
ラ
ブ
の
諾
会
談
、
研
修

や
保
健
体
育
の
誹
議
に
使
用
さ

れ
、
収
容
人
員
は
約
別
人
で
す
。

2階Trd 

( 4 J 

h
F
プ
レ
イ
ル
l
ム

(
幼
児
室
)

幼
児
が
安
全
に
楽
し
く
遊
べ
る
よ
う

に
、
カ
l
ベ
y
ト
敷
で
遊
具
も
カ
ラ
7

ル
な
積
み
木
や
玉
入
れ
な
ど
が
あ
り
、

競
技
場
か
ら
も
克
え
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
家
族
ぐ
る
み
で
ど
う
ぞ
。

企
ホ

l
ル

玄
関
を
入
る
と
左
側
が
事
務
所
。
広

い
ホ

l
ル
に
は
ラ
ウ
ン
ジ
ピ
y
ト
と
い

っ
円
形
型
の
へ
こ
み
席
が
あ
り
、
輪
に

な
っ
て
話
し
合
う
の
に
便
利
で
す
。

4
武

道

場

武
道
場
町
広
さ
は
3
2
8
平
方
幻
で

(
タ
テ
日

μ
ヨ
コ
お
い
川
)
あ
り
‘
お

も
に
柔
道
、
剣
道
、
居
合
道
、
空
手
、

レ
ス
リ
ン
グ
、
相
撲
な
ど
の
練
習
競
技

場
と
し
て
使
わ
れ
、
武
道
場
の
半
分
に

は
固
定
式
タ
タ
ミ
印
笠
が
敷
か
れ
ま
す
。

5
月
9
日
は
、
武
道
場
聞
き
が
干
定

さ
れ
て
お
り
格
技
の
演
武
や
妙
技
を
披

露
し
ま
す
の
で
、
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

( 5 J 



町
民
税
の
均
等
割
が
千
円
に

町
税
条
例
を
改
正

/ 

臨
時
町
議
会

第
三
回
臨
時
町
議
会
は
四
月
十
五
日

聞
か
れ
、
町
鋭
条
例
の
一
部
改
正
弘
ど

=
一議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

お
も
な
内
谷
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈〉
町
税
条
例
一
部
改
正

-
住
民
税
関
係

l
マ
個
人
均
等
訓
の
っ

ち
、
町
民
税
が
三
百
円
か
ら
千
円
に
、

道
民
税
が
百
円
か
ら
三
百
円
に
マ
法
入

均
等
仰
の
っ
ち
、
資
本
金
額
が
一
億
円

を
超
え
る
法
人
及
び
保
険
業
法
に
規
定

の
相
互
会
社
で
従
業
者
寄
の
数
が
百
人

を
超
え
る
法
人
は
年
制
七
千
円
か
句
四

万
円
に
.
前
述
以
外
の
も
の
で
資
本
金

が
一
千
万
円
か
ら
一
億
円
以
下
町
法
人

は
年
額
七
千
円
か
ら
二
万
円
に
マ
低
所

得
者
向
非
課
税
規
定
と
し
て
、
年
所
得

九
万
円
以
下
の
低
所
得
者
に
は
均
等
制

を
諜
さ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

-
軽
自
動
車
税
M
M

原
付
切
出
以
下
が

五
百
円
か
ら
六
百
五
十
円
に
、
日
目
l

叩
凹
ま
で
八
百
円
か
ら
千
円
に
、
引
田

l
m
田
中
手
て
千
円
か
ら
千
三
百
円
に
マ

特
殊
、
農
耕
作
業
用
な
ど
は
千
円
か
ら

千
三
百
円
に
、
そ
の
他
の
も
の
三
千
円

か
ら
=
一
千
九
百
円
に
、
マ
軽
自
動
車
二

輪
の
も
の
千
五
百
円
か
ら
二
千
円
に
、

三
輪
の
も
の
二
千
円
か
ら
二
千
六
百
円

に
、
四
輪
以
上
の
も
の
四
千
五
百
円
を

営
業
用
五
千
二
百
円
、
自
家
用
五
千
九

百
円
に
、
貸
物
用
内
寸
も
の
二
千
五
百
円

か
ら
営
業
用
二
千
九
百
円
、
自
家
用
三

千
三
百
円
に
、
雪
上
車
は
千
五
百
円
か

ら
二
千
円
に
な
り
ま
す
。

-
納
期
限
肉
体
重
1
町
道
民
税
、
固
定

資
産
税
の
納
期
は
、
従
来
、
当
該
目
的

十
六
日
か
ら
と
な
っ
て
い
た
の
が
、
当

該
月
の
一
日
か
ら
納
人
で
さ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
今
年
皮
肉
固
定

資
産
税
第

一
則
的
納
期
限
は
、
法
改
正

の
遅
引
に
よ
り
今
年
度
に
限
リ
五
月
一

日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
り
ま

し
た
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

-
固
定
資
産

(宅
地
及
び
民
地
)
の
評

価
替
え
に
よ
り
税
負
担
の
調
整
率
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
が
改
正
に

日
額
の
最
低
は
千
八
百
五
十
円

こ
の
た
び
、
下
記
の
と
お
り
最
低
賃

金
が
改
正
さ
れ
ま
し
「
も

使
用
者
向
方
は
、

最
低
賃
金
内
適
用

を
受
け
る
労
働
者
に
対
し
て
、
れ
眠
悦
賃

金
品
開
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
北
海
道
最
低
賃
金
は
、

産
業
別
最
低
賃
金
の
適
用
を
受
け
な
い

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

J

三
優
良
納
税
組
合
を
表
彰

納

税

貯

蓄

組

合

長

会

議

本
年
度
の
納
税
貯
蓄
組
合
長

会
議
は
四
月
十
六
日
町
民
セ
ン

タ
ー
で
聞
か
れ
、
組
合
の
育
成

強
化
、
新
年
度
の
事
業
計
画
な

ど
協
議
し
た
あ
と
、
地
方
税
法

の
改
正
占
ーや
国
民
年
金
の
改
普

案
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

納
脱
組
合
は
、
現
在
七
十
二

組
合
(
組
令

μ二
千
百
五
十
九

人
)
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
度
の

納
付
実
紛
は
納
期
限
内
に

一

億
二
千
九
百
七
十

一
万
円
を
納

め
て
い
た
だ
き
、
こ
の
収
納
率

は
九
八

・
六
%
(
前
年
同
率
)

と
な
っ
て
い
ま
す
。

組
合
別
で
は
、

一
0
0
%
が
五
十
二

組
合
、
九
O

%
以
上
が
十
六
組
合
、
八

O

%
以
上
が
三
組
合
で
す
。
組
合
長
さ

ん
の
お
骨
折
り
と
組
合
貝
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

な
お
会
識
の
席
上
、
町
長
か
ら
優

良
納
税
組
合
と
し
て
過
去
十
年
間
以

発効
金 吉司

続低賃金名
年月日

日額
事事l!日F !II 4選 ?予

日 Mi 著書E11i雪
(円) (内)

，t 海道 51.2.27 1，850 232 

食料品製造業 51.3.10 2.，130 267 
(j) 手作業による洗浄‘皮むき、選草1I、包装又は箱詰めの業務に主として従事する者

1.914 240 
Of円相、片付け、その他これらに単ずる軽易な業務に主として従事する者

醐維産業 51.3.19 2，064 25' 担綿葉、衣服 ・その他の繊維割品到泣業 1.900 238 

申経木、同盟品担i1t$‘木毛製造業、 つまようじ担i立業、捌liし製.iiltfXはア

木材木製品
イスステ y クパー製造患に係る業務に従事する省(機憾の操作文li訓盤の業

務を険<.1

家具装備品 51.3.10 2.166 271 
申 彫刻物製造業に係る彫刻物(木製に限るJの噴，リ又はみがきの業務に主と L

1，915 240 
て従事する者

製造業
母子作業による単組又"合恨の選別又は補修の'Wに主として従~J~する fi
申手作業によるこんa又は運樹、 1計十;1\ 、 ~jJ~その他これらに増ずる粧品な業務

に主として従事する者

~ ~/L-プ・ 祇・紙
51.3.19 2，400 300 パルプ製造業‘紙製造業‘古11工紙製造業又は大形紙袋製造業以外の業同 1.978 248 

加工品製造業

出版印刷
51.3.10 2，203 276 

申印刷業に係る農務の技能王刊!J中の者で肩入Jlf量6箇月半I前向むの
1.977 248 

同開遺産業 申消柿又は片付けの業務に主として従事する者

館業 ー土石
51.3.10 2.160 270 

申 コンクリ ト製品製造業に係る乎作業によるコン 7'} ト裂品の散水誕生
1開。 238 

製品製造業 o 手作業による包装‘ b円前、片付けその他これらに準ずる軽易な作業

(j) 主として卓上において小型屯動工具又は手工以をH1Pて行なう穴あけ、制l立
機械金属製 て、ねじ合わせ、 みがき又は塗?~1的意務に主として従事する者

51.3.19 2，260 283 申申 1福入tti最古箇月未満のもの l咽916 240 
品等製造業 消掛‘監理、片付け、炊事その他これらに撤ずる軽易な業a務に主として従事

する者

卸 光 業
51.3.19 2，064 258 

① 小売業
1，900 238 

小売業 申 卸売業に係るi宵帰文"片付けの業務にまと Lて従事する者

自動J\[，~備業 51.3. 3 2，175 272 
由 自動車整備の技能現?!f中の者であって摘入れ後6簡月未満のもの

1，946 244 o 肝清司片付け、監理その他これらに準ずる軽易な業務に主と して従事する者

石炭鉱業 51.2.11 3.627 一 坑内作業のみ(含坑内組夫)

金属鉱業 51.2.11 3.420 坑内作業のみ(含坑内組夫)

表覧定改金賃イ忌最

表 彰される上種 川 の 伊 藤 了 一組合長

上
納
税
成
制
一
0
0
%
の
次
円
三
団
体
一

を
表
彰
し
ま
し
た
。
ま
た
、
納
税
組
合
一

長
か
ら
は
過
去
二
十
年
間
以
上
納
税
成
一

州
制
一
O
O
%
の
例
会
義
彰
し
ま
し
た
。
一

マ
団
体
上
位
川
(
伊
藤
了

一
組
合
一

長
)
下
メ
y
プ
荷
台
(
立
野
与
右
門
)
一

金
又
(
細
川
勘
=
辰
巳
マ
個
人
伊
藤
一

了
一
(
上
船
川
)
立
野
与
右
門
(
下
〆
一

y
プ
悶
怠
)
細
川
勘
三
郎
(神
丘
町
台
)
一

• 
わ
が
子
と
よ
そ
の
子

よ
い
に
つ
け
惑
い
に
つ
け
、
す
ぐ
よ

そ
の
「
と
比
較
し
て
、
一
喜
一
変
す
る

7
7
0

こ
の
引
の
7

7

に
は
、

二
つ
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
自
分
が

他
人
と
帰
り
合
う
こ
と
に
砂
中
で
、
わ

が
千
に
正
し
い
関
心
を
払
え
な
く
な
っ

て
、
不
満
と
反
感
を
抱
か
せ
る
こ
と
で
、

い
ま
ひ
と
つ
は
そ
の
こ
と
が
わ
が
子

に
、
世
の
な
か
を
対
立
的
に
見
る
習
仰

を
う
え
つ
け
る
こ
と
で
す
。

子
ど
も
が
、
世
の
な
か
を
対
立
的
に

見
る
よ
う
に
な
る
と
、
成
樹
の
十
分
で

な
い
子
ど
も
は
、
結
局
劣
等
感
に
陥
る
。

人
と
競
走
し
、
張
り
合
う
こ
と
に
疲
れ

果
て
て
、
次
第
に
不
安
を
抱
く
よ
う
に

な
る
の
は
、
人
に
笑
わ
れ
ま
い
、
軽
べ

つ
さ
れ
ま
い
‘
人
後
に
落
ち
ま
い
と
思

う
あ
ま
り
、
天
分
の
能
力
の
限
界
に
ぷ

短時間労働者等とは r当該事業場の一般労働者の府定労働時間より断定分働時閉め短い者，(も、わゆるパートタイマー)， (いわ陥る時間給)がこれに該当します.
機維慮家紋低1¥金および卸売業小売業段低賃金の「除外労働者，"北海道依低賃金が適用されます.
r除外代金，1主 役低白金に算入しない賃金であり「通」は通勤手当 「附，1主将皆勤手当 r家』は家総手当のニとて寸圃

( 6 ) 

50年度町税徴収実績鯛

税 目 収入荷額 HJ

町 民 車見 70，390 

内 巴町
ml 人 55，494 

r主 人 l4，498 

凶定資産税 47，780 

軽自動車税 1，934 

町たばこ消世税 19，226 

m 主、 落U 5.378 

木村日取刷 299 

特別土地保有税 18，546 

骨| 163，553 

住由
骨

③ 

っ
か
る
か
ら
で
す
。

「弟
を
見
て
ご
ら
ん
、
お
に
い
さ
ん
が

そ
ん
な
こ
と
で
は
、
恥
ず
か
し
い
で
す

よ
」
「
お
宅
の
お
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
は
‘
活

発
で
結
構
で
す
ね

う
ち
の
子
は
ぐ
ず

で
困
り
も
の
で
す
」
。
子
ど
も
は
こ
れ

で
、
す
っ
か
り
自
分
を
ダ
メ
だ
と
思
い

こ
ん
で
し
ま
う
。

わ
が
子
を
、
よ
そ
の
子
ど
も
と
比
較

し
た
が
る
親
は
わ
が
子
を
愛
情
の
目

で
見
な
い
で
、
劣
っ
て
い
た
ら
恥
ず
か

し
い
か
、
す
ぐ
れ
て
い
た
ら
誇
ら
し
い

か
の
、
欲
望
の
自
で
見
る
。
自
分
の
欲

求
を
尚
足
さ
せ
る
こ
と
だ
け
を
考
え
、

わ
が
子
を
人
格
と
し
て
認
め
て
い
な
い

の
で
す
。

そ
れ
は
、
自
分
の
立
ち
場
だ
け
か
ら

わ
が
子
を
見
る
証
拠
で
あ
っ
て
、
全
く

利
己
的
で
あ
る
。
大
い
に
恥
ず
べ
き
こ

と
で
あ
り
な
が
ら
、
世
間
に
は
、
そ
う

し
た
?
?
が
案
外
多
い
こ
と
は
誠
に
残

念
な
こ
と
で
す
。

(神
丘
小
学
校
長

。町職員の人事。
4月日目、第 2回臨時町議会で

助役に久保田 'ii~，次さん (前収入役
.56歳)、収入役に飯町政市さ ん
(前総務課長 52歳)カず退任され

ま Lt.ニ。
(4月20日付】 P総務謀長(議会

事務局長)古畑1.iE肺P福祉課長 (

出納室出納係長)今野佑b出納 室

出納係長(教委総務係長)坪固有
限b町民税交通安全係長兼務 (同

課住民係長)上回邦字b水道量水

道係長(建設課林道係長兼用 地係

長 ) 白山英弘b主主政課控除係長官在
林道係長兼 用 地 係 長 兼 水 道室 水道

係(木造室 水道係長)大手口英雄じ〉

福祉課衛生係長 (税務採第 1賦際

係 )枯内秀次b税務課第 2賦課係

(国保病院医>j<係)沢谷芳博P同

課第 l賦課係 (同課徴収係当ft税外

係 )桜 剖 繁 b同課徴収係書tt税外係

(建設課管理係離水道室 水道係)
一 入節夫b股政E県民政係当lt畜産係

( I見''"'北自12W武;t'M:係)稲脅白日目市屯b
出管~!}記兼総務課庶務係(J良政課
脱 政1長兼吉jiffi係)高畑秀樹P同書
記習k総務課職口厚生係費k管 1¥1係(

同I'l記兼同線庶務係書官職只厚生係
)八重慢旨雄b総務課職n厚生係

兼 務 (同諸庶務係)伊藤裕美干 t

同課財政係 (選管出記補娘 総務日出

庶務係現在職n厚生係 )木野多津子
p町民需拡住民係省if交通安全係) 同

協住民係兼すくやる係)中野党b
同 ~~すぐやる係雑交通安全係 (国
保柄院運転技術日)小品主主治b耐
祉課 年 金 係 (総務課財政係)f安藤

忠津+þ民政~1!脱政係ヨk畜産係 (
総務部 勤 務)赤川彰- t級会事務

局=事務局長(福祉課長)森野庄

平 t教育委只会=総務係長兼務(
教委次長)白沢昭雄P給食セム/タ

ー建設単仙係長(福祉課衛生係長

)若山省三 P学校教育係(福祉課

年金係)今里Iむつ干 b図保病院事

務次長級務 (国保病院庶務係長~Ii
経理係長)大塚時三

〉
5月の保健日程は、次の とおり

町民センターで行います。 お気軽

にこ干}J用くださ L、
砂一般他国t相談~ l2日 後)>;-3時

(毎月定期に血圧を計りましょヲ)

砂 妊産婦相談~ 14 日 ・ 後~-3 時
砂 3か月児検f;f:;士28日 ー前)>;- ll時

惨乳幼児相談ニ28日 後~-3 時

砂妊産婦検診~3 1 日 後~-3 時

|5月の倒畠縄)

2日 北楠111町国保病院2④ 5321

3日 今金町岩間医院宮② 0057

5日 北楠山町国保病院S④ー5321

9日 今金町田保病院宮② 位2l

l6日 北楠山町国保サ両院宮④ 日21

お目 今金町国保病院包②ー0221

初日 北柏山町平医院E④ 5011

([å~コーナ
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税の知識

確
定
申
告
の
ま
ち
が
い

附
利
五
十
年
分
的
所
件
税
の
帥
剛
山
正
中

ι刊
の
受
付
は
三
月
十
五
日
で
終
わ
リ
ま

L
PZ
し
か
し
、
確
定
申
告
事
を
提
出

し
た
後
で
、
計
算
述
い
主
ど
の
た
め
に

£
峨
内
ム
昔
が
ま
ち
が
っ
て
い
た
ヲ
)
と
に

以
づ
い
た
万
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
ち

が
っ
て
い
た
と
き
は
訂
正
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

訂
正
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

マ
税
額
を
少
な
〈
計
算
し
て
い
た
と
き

所
得
や
悦
傾
向
計
算
を
ま
ち
が
い
、

納
め
た
税
金
が
少
な
か
っ
た
り
、
泣
付

を
受
け
る
税
金
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
と
き
は
「
修
正
申
告
」
を
し
て
正
し

い
A
hh
m

に
訂
正
す
る
ニ
と
が
で
き
ま
す

こ
の
修
正
申
告
は
、
税
務
岩
か
句
一
見

正
町
通
知
が
あ
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で

き
ま
す
が
、
な
る
べ
く
早
く
し
た
方
が

有
利
で
す
。
つ
ま
り
、
税
務
留
の
制
査

を
会
け
た
後
で
修
正
申
告
を
し
た
と
き

は
‘
悦
傾
向
出
%
の
過
少
申
告
川
口
脱

が
か
か
り
ま
す
が
、

自
分
で
ま
ち
が

い

を
発
見
し
て
訓
在
を
受
け
る
前
に
修
正

申
告
を
し
た
と
き
は
、
過
少
申
告
加
算

脱
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

マ
税
額
を
多
く
計
算
し
て
い
た
と
き

所
仰
や
税
制
仙
の
計
針
を
ま
ち
が

っ
た

た
め
、
税
金
を
納
的
過
ぎ
て
い
た
り

送
付
を
長
け
た
Mm金
が
少
な
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
と
さ
は
、
正
し
い
税
制
に
主

お
す
よ
す
に

「更
正
の
請
求
」
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

更
↑止
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
、
申

告
期
限
か
句
一
年
間
で
す
か
旬
、
昭
和

五
十
年
分
的
所
得
続
的
確
定
申
停
に
つ

い
て
は
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
十
五
日

ま
で
で
す
。

m
L
l
の
鵠
求
を
す
る
と
、
税
務
岩
で

は
そ
の
内
容
を
詞
べ
て
、
納
め
過
ぎ
の

税
金
を
返
す
こ
と
に
主
っ
て
い
ま
す
。

マ
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

雌
定
申
告
を
し
主
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
が
、
忘
れ
て
い
た
り
し
て
申
告
を
し

て
い
な
か
っ
た
と
き
は
、
申
作
期
限
後

で
も
路
定
申
告
多
干
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の

「期
限
後
申
告
」
は
、
税
務

岩
か
ら
決
定
的
通
知
が
あ
る
ま
で
は
、

い
つ
で
も
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
な
る
べ
く
平
く
し
た
万
が
有
利
で

す
。
つ
ま
り
、
期
限
後
申
告
を
L
4
い

で
税
務
省
か
ら
決
定
の
通
知
を
長
け
る

と
、
税
傾
向
一

O

%
の
無
申
骨
加
勃
税

が
か
か
り
ま
す
が

調

査
を
受
け
る
前

に
申
告
し
た
と
き
は
、
無
申
告
加
算
税

は
税
制
の
五
%
で
前
み
ま
す
。

な
お
、
申
山町
占
的
川
紙
は
八

1
税
務

況
に
川
辺
し
て
あ
り
ま
す
。

-
日
進
地
区
に
舟
の
家
が
落
成

集
会
施
設
が
な
か
っ
た
日
進
に

『寿
町

家
』
が
完
成、

三
月
三
十
日
喜
び
の
落
成

祝
賀
会
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
会
館
に
は
、

集
会
室
(
写
真
)
や
ロ
丘
町
和
室
と
調
理

室
が
完
備
さ
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
背
年
、

婦
人
学
級
な
ど
に
幅
広
く
活
用
さ
れ
る
。

=広級ー

トヒqックス
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/

・
利
別
川
畔
の
花
塩
づ
く
リ
始
ま
る

花
や
緑
で
美
し
い
環
境
を
つ
く
ろ
、
ヲ

ー
と
、
昨
年
造
成
し
た
自
転
車
公
図
内

向
花
組
に
、
四
月
二
十

一
日
伊
達
市
の

成
業
試
験
場
か
ら
鳩
っ
て
も
ら
っ
た
パ

ン
ジ
ー
、
デ
l
ジ

の

花
約
八
百
本
を

今
金
婦
人
会
内
応
緩
で
柑
え
ら
れ
た
。

こ
の
花
壇
は
各
町
内
会
や
団
体
が
受

持
っ
て
手
入
す
る
も
の
で
、
五
月
に
は

美
し
い
花
が
咲
き
薫
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

伊

藤

哲

史

(消

口氏男
)
旭

町

中
川

昭

彦

(正

志

長

男
)

H
白
山
町

消

水

英

美

(川町昭

三
女
)
奴

回

日
間
歩
兵
長

(修

二
立
)
U
町
山
町

市

川

以

内

(盟

三
女

)m
m

山
尋

問

(利

男

以

児
)
本

町

内
ヶ
砧
下
存

(祐

一

μ
k
)
航

川

伊

藤

宏

幸

(万
平

長

男

)
南

町

B

中
一
報
舟
技

(
山
市

長
女
)
末
広
町

図
お
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

固
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

木
村

純

一
(
計
雌

二
列
)
東

町

小

凶

修

H
大

谷

順

f
山氏
T

U

刑

水

野

料

相

(正
則
日
比
叩
力
)
鈴

金

大

山

険

摘

出

H
工

藤

敬

f

大
和
町

小
川
向
日
此

(地中

一
以
列
)
市

栄

町

以

谷

川

正
英
H
付

上

民

f

以

町

先

行

北

海

辺

今

金

町
役
場

制

仙

沢

松

崎

命

州
説

印
刷

μ門
出
版
社

南

川

勝

己
H
利
川
利
美
イ
南
栄
町

新
肘
満
明
H
石
山

町
千
昭
和
町

伊
藤
正
行
け
光
井
真
担
千

u
古

伊

藤

光

広
H
水

肝

久

美

子

曙

町

稲
川
一
訓
正
日
向
付
九
良
也

金
川
出

国国
お
〈
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

泊

藤

恭

作

六

i
三小時

制

川

安

達

ナ

カ

七

十

三

政

柿

川

阿
部
フ
サ
ノ

七
十
二
一・時

点

町

畑

末

作

六

十

九

九

凧

火

、

封

大

塚

フ

サ

七

十

五

段

昭

和

町

泊
刊

さ
町

七
l
h
一此

純

川

(三
月
分
)

'打

。
引

5

1

、住民的問

11可11に
比べて

人 11 9.519 (一 255)
開 4.701(ー 102)
立 4.818(ー 153)

胆 市 2.690(+ 26) 

C~ 月 3 1 日現在の)
fU"J，H'計船人U


